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第１7 話 平家の都落ち 

    義
よし

仲
なか

が北国から京都に迫ると、宗
むね

盛
もり

は安徳
あんとく

天皇を奉じて遠く九州に奔
はし

る。 

平家の狼狽
ろうばい

 

先にも述べたように、寿
じゅ

永
えい

2 年 4 月 17 日に平家が北国へ向って都を出た時には、堂々
どうどう

たる 100,000 余

騎の大軍で、これを食
く

い止
と

めるものなどは迚
とて

もありそうに見えなかったが、僅か
わづか

1 ヶ月半余りを隔
へだ

てたば

かりの今、6 月上旬に都に帰って来たものといってはただ 30,000 余騎に過
す

ぎなかった。 それも多くは馬

にも乗らず、 鎧
よろい

も捨
す

てて、うちしおたれた落
おち

武
む

者
しゃ

となって、或
ある

いは北国
ほっこく

の浦
うら

伝
づた

いに、或いは東山道
とうさんどう

の山
やま

伝
づた

えに、ちりぢりばらばらに、ほうほうの体で逃げ帰ったのです。 

  6 月の初めに、この敗報
はいほう

が京都に伝わった時の平家の 驚
おどろ

きようはなかった。 実際、今度の戦いには

必 勝
ひっしょう

を期
き

していたので、数
すう

を尽
つく

して出してしまったので、今、斯
こ

う討
う

たれてしまっては、予備
よ び

の兵とし

ても無かったのです。 

僧兵
そうへい

もまた敵となる 

  そういううちにも、義
よし

仲
なか

の軍勢
ぐんぜい

は東山、北陸の 両
りょう

道
どう

から京都に攻
せめ

上
のぼ

って、6 月の中旬には、北陸道

の先
せん

陣
じん

は既
すで

に越
えち

前
ぜん

の国
こく

府
ふ

 - 今の武生
たけふ

町 – に着いたという知らせがあった。 平家は今は迚
とて

も源氏を防ぐ

力が無かったので、僧
そう

兵
へい

の力を借
か

ろうと思ったが、既
すで

に三
み

井
い

寺
でら

と奈良の興
こう

福
ふく

寺
じ

とは敵にしてしまっていた

ので、せめては比
ひ

叡
えい

山
ざん

の延
えん

暦
りゃく

寺
じ

だけでも身方にしようと、非常
ひじょう

に下手
したで

に出
で

てその交 渉
こうしょう

をした。 ところ

が、延暦寺では既
すで

に義
よし

仲
なか

の方から交渉を受けて、源氏に身方することに決
き

めて居
い

たので、平家には返事も

しなかった。 

  平家はいよいよ法
ほう

がつかなくなった。 宗
むね

盛
もり

は一門の人々を集めて、一
ひと

先
ま

づ天皇及び法皇を奉
ほう

じて

西国
さいごく

に落
お

ちようと言い出した。 この相
そう

談
だん

を、余
あま

りに意
い

気
く

地
じ

のない事に思った者らは、今更
いまさら

そんな未練
みれん

が

ましい事をするよりも、たとえどうなろうとも、都で最
さい

後
ご

まで防
ふせ

ぎ 戦
たたか

おうと主
しゅ

張
ちょう

した。 しかし、宗
むね

盛
もり

は 従
したが

おうとはしなかったのです。  

義
よし

仲
なか

が京都に迫
せま

る 

  間もなく、義
よし

仲
なか

が比叡山に登って、延暦寺の僧
そう

徒
と

と一緒
いっしょ

になったという知らせが来た。 続いて、源

氏の一軍は東近江をまわって勢多
せ た

から進み、又、一軍は丹
たん

波
ば

路
ぢ

にまわり、宇
う

治
ぢ

から伊
い

賀
が

をまわった行家
ゆきいえ

の

一軍が進んで来るという知らせが来た。 平家は小勢で、しかもその大部分は戦おうという意
い

思
し

も気
き

力
りょく

も

ない者共なので、それが今にも源氏に取
と

り巻
ま

かれて、釜中
ふちゅう

の魚
うを

となろうとしているのであります。 

  実際、ぐづぐづしてはいられなかった。 宗
むね

盛
もり

はいよいよ予定の計画通り、安徳天皇及び後白河法皇

を奉じて西国に下
くだ

ることにして、7 月 24 の夜、明日は早くと、 専
もっぱ

らその用意を急がせていると、その夜

中過ぎに、法皇は僅
わづ

かのお供
とも

をつれられて、こっそりと院の御所を抜け出しになり、鞍馬
くらま

路
ぢ

をまわって義
よし

仲
なか

のいる延暦寺
えんりゃくじ

においでになった。 平家が久
ひさ

しく悪
あく

逆
ぎゃく

をほしいままにしていた上に、今また、その武力
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の頼
たの

むに足
た

らないことを腑甲斐
ふ が い

なく思われたのでしょう。  

平家、西国
さいごく

に向
むか

う 

  この事を宗
むね

盛
もり

は後で知っていよいよ狼狽
ろうばい

した。 天皇と法皇とを奉じてこそ、敵を皆 朝
ちょう

敵
てき

とみるこ

とが出来るのに、今は法皇にまで棄
す

てられたかと思うと、 全
まった

く落
らく

胆
たん

したが、せめてはと、その翌 25 日の

早朝に、天皇及び御母の建
けん

礼門院
れいもんいん

、並びに三種
さんしゅ

の神器
じんぎ

を奉じて、六波羅や西八条の 邸
やしき

には火をかけ、一族
いちぞく

郎党
ろうとう

、相
あい

率
ひき

いて、都を後
あと

に落ちて行った。  

久
ひさ

しくわが儘
まま

の限
かぎ

りを尽
つく

して、人を人とも思わなかった報
むく

いが来たのだと思えば、平家としては当然

なことなのですが、僅
わづ

かに御年 6才の安徳
あんとく

天皇が、平家とのご縁
えん

が深
ふか

い為とはいえ、帝都
ていと

を後
あと

に落
お

ちられ

る事になったのは、誠においたわしい次第
しだい

であります。 

  平家は、その日は福原まで行って一夜を過ごし、その翌
よく

日に、先
せん

年
ねん

、ここに造
つく

った内
だい

裏
り

を始め、清盛

の別荘
べっそう

やその他一切
いっさい

の邸宅
ていたく

を焼き払って、そこから船に乗って、遠く九州の大宰府
だ ざ い ふ

をさして落ちて行きま

した。 

( 第１７ 話  平家の都落ち  終わり。  次は前頁に戻り、 第１８ 話  源氏の同士討ち へ) 

 

 

 


